
平成 9年 (19引年)

ザ 1
No. 1234 

| ・よ田市役所(圃際4100)・{郎君mill)J ・市政提言電話(圃庖1I'm ・市政復雷.... 廊W'1111

の
花
で

も
て
な
し

よ団地域フラワーデザイン事量が、この10月8日か

らスター卜しました。

これは、 10月1日に開聾した北陸新幹韓よ田駅構内

と、新幹棉 『あさま』の車両によ田地織の花を飾り、

乗降客を温かく迎えるとともに、同地様の花の生産の

振興と活性化を図ろうというもの。新幹線へは、ボラ

ンティアのかたがたにより、水曜日と金曜日の週2園、

長野駅から、東京行き車両の5、6、7号車に花が飾

り付けられます。

一回園田町一



人にやさしい
心がふれあうまちづく
〔在宅介護支援事業が充実 E
塩田・神科に在宅介護支援センター閉所

24時間巡回型ホームヘルプサービス開始

-
新
た
に

2
か
所
の
在
宅
介
趨
主
櫨
セ
ン
タ
ー

ω月
6
日
に
植
田
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

が

(座
間
病
院
内
に
酔
設
て
ま
た
向
日
日
に

神
科
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

(上
回
腎
臓
ク

リ
ニ
ッ
ク
内
に
酔
設
)
が
削
所
し
ま
し
た
。

在
宅
介
謹
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
性
の
お
年
帯
り
を
介
護
し
て
い
る
介

随
者
に
対
し
、
目
時
間
態
掛
で
、
介
護
に
閲
す

る
帽
践
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、

必
要
な
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
連
携
・
調
整
を
図
り
、
家
庭
で
介
護
す

る
の
に
必
要
な
介
護
用
品
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
室
賀
・

中
央
に
続
き
、
施
設
が

4
つ
に
な
り
ま
し
た
0

・H
時
間
巡
回
型
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
等
を
抱
え
る

家
庭
に
、
夜
間
や
早
朝
に
も
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
紡
問
し
、
剖
時
間
高
固
型
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

従
来
由

「滞
在
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
約

1
時
間
く
ら
い
で
介
謹
や
家
事
白
煙
助

を
し
ま
す
が
、
今
回
始
ま
勺
た
『
巡
回
型
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
排
せ
つ
介
助
や
水

分
補
給
等
の
身
体
介
護
を
約
加
分
ほ
ど
で
行
う

も
の
で
、
利
用
者
の
必
要
に
応
じ
、
-
回
数
回

訪
問
し
ま
す
。

マ
利
用
時
間
と
費
用
負
担

①
滞

在

型

午

前

9
時

1
午
桂

5
時
(
前
年
度
所
得
控
年
額
に

よ
り

1
時
間
あ
た
り
輯
料

1
9
3
0円
)

②

巡
回
型
。
午
前

7
時

l
午
後

9
時
(
前
年
度

所
得
脱
年
額
に
よ
り

1
時
間
あ
た
り
無
料

1
9

3
0円
)
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
(
前
年
度
所
得

税
年
額
に
よ
り

1
回
あ
た
り
無
料
I
7
5
0円
)

【21

民間事業として、主治医の指示により病人の状態にあわせた宥識をします(利用料が必要)。

北大手訪問者調ステーション(1I!il@22 2 2)/上田中央訪問否謹ステーンョン(m28 2 8) 
溢回訪問看護ステーンョン(II!ゆ2221)/さくら訪問看護ステーション (II!陶1187) 

神科訪問看車ステーンョン(固ゆ6736)

l1i1llラ左足~9

.福祉サービス
Vヘルパー派遣サービス

lヨ立にむけて、支援します。

V入浴サービス

家庭での入浴が困難な寝たきり

等由かたを対象に行勺ていますo

Vショ ートステイ

介護が、都合により一時的にで

きないとき、老人ホームでお年帯

りをお預かりします。

Vテレビ電話による介略相餓福

祉ザ ピスの相股等(貸し出し無精)

V介穫用品の貰し出し

マ配貴サービス

ひとり暮らしゃ高齢者のみの世

帯由かたに、昼企をおとどけしま

す(臼己負姐1宜250円)。
マ住宅整備への補助金の劫成

計画の段階で相談ください。

Vふとん丸洗い乾燥 (無料)

マ軍庭介植者慰労金

固国困園困図園回口
困固園四国国因固因
.相骸事業

家族四かたが寝たきり等になり闘ったとき、相談ください。

V地区の民生委員のみなさん

マ在宅介護主援センター

①中央在宅介護主揖センター(上回病院酔設置ゆ7788)

(i室賀在宅介護主揮センター(室賀由里酔設置。0006)
喧塩田在宅介極主擢センター(溢回病院帥設置ゆ1537)

④神科在宅介償支援センター(上ITJ腎臓クリ ニック酔設阻02881)

V介樋相談室(市役所健庫推進幌町(回:@1234)

11. 

必要な相談にあわせて、専門職 (医師・歯科医師・保健

婦・者謹婦・作車療法士・理学療法士・言語療法士・栄華士・

歯科甫I生士)が訪問し、療聾の手助けを Lます。

-肪間指導
事業

-その他



h
w
上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活

咽
支
援
セ
ン
タ
ー
も
刊
/
刊
に
オ
ー
プ
ン

上
田
市
と
小
県
郡
に
在
住
白
身
体
障
害
者

を
対
象
に
、
自
立
生
活
の
た
め
の
総
合
的
な

相
謀
、
生
活
支
援
、
情
報
提
供
を
荷
い
ま
す
。

ー
峨
日

・

u昭
日

・
祝
祭
日
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い。

マ
と
ニ
ろ

k
凹
市
制
祉
会
館

3
階

〔
大
手

2
1
3
1
3

・N
T
T
向
か
い
側
)

マ
相
談
時
間

午
前

9
時

1
午
後

6
時

マ
ホ
7

ト
ラ
イ
ン

相
談
時
間
内

(岡

8
5

5
2
2
開
窃
5
5
2
0て

そ
れ
以
外
由
時

間
帯

(携
得
世
話
0
2
0

7
2
0
5
5

8
5)

マ
体
館
日

毎
週
水
峨
日

た
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

(
l

i
J
こ
副
院
J

。

i
li
l
td問
、

今
が
察
4
F
の
時

よ
岡
崎
m
d
刷
新
附
代

.デイサービス
在宅で心身の不自由なお年寄

り (おおむね65歳以上)等が日

帰りで利用できます。

マ中央デイサービスセンター

(置~4 126) 
司V童賀デイサービスセンター

(圃@OO0 5) 

マ塩田西デイサ ピスセンター

(I!I[ゆ2648)
V常国デイサービスセンタ

(1I!D@2 040) 

V神川デイサービスセンター

(1I!D@1155) 

広
減
退
併
で

勝
力
的
本
岨
冊
減
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
地
右
行
政
に
は
、

「
地
域

一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

・
地
法
づ
く
り
」
「
よ

旦
品
度
で
同

一
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
雌
供
」
、

そ
し
て
「
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
」
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
行
動
や
交
流
範
阻
が
広
が

る
に
つ
れ
、
ま
ち
，
つ
く
り
も
市
町
村
白
区
域
を

起
え
た
広
域
的
な
視
点
で
考
え
、
そ
白
胞
策
を

進
め
て
い
く
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

9
市
町
村
で

広
減
退
合
機
H
別会
機
努
尼

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
化
推
進
に
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
制
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
本
年
3
月
、
「個
性
的
で
活
力
の
あ
る

広
域
行
政
園
自
治
大
臣
車
彰
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
上
田
地
域
広
岐
行
政
事
務
組
合

で
は
、
よ
り
地
同
唱
の
連
棋
を
深
め
、
い
っ
そ
っ

広
境
行
政
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、
こ
の

4

月、

市
町
村
担
当
課
長
を
メ
ン
バ
ー
に

「上
田

地
域
広
域
連
合
検
討
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
会
議
で
は
、
平
成
6
年
度
に
創
設
さ
れ

た

「広
場
迎
合
制
度
(
滋
)
」
を
研
究
す
る
な

ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
広
駿
行
政
の
進

め
五
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
・

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

(※

「広
域
迎
合
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
次
回

で
紹
介
し
ま
す
)

マ
問
い
合
わ
せ
上
岡
地
犠
広
域
行
政
事
務
組

合
(
上
回
市
天
神
2
1
4
1

踊
8
2
1
3
0

岡
田
四

8
9
8
0
)

日
常
生
活
に
お
け
る
わ
た

し
た
ち
の
行
動
範
囲
は

一
段

と
広
く
な
り
、
行
政
に
求
め

る
も
の
も
巾
町
村
田
枠
を
超

引
世
紀
を

H
前
に
、
今
ま
さ
に
地
方
の
時
代
え
た
広
範
聞
で
多
織
な
も
白
と
な
っ
て
き
て
い

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
の
こ
れ
ま
で
の
個
性
ま
た
、
環
境
問
題
や
同
船
化
対
策
江
ど
、
地

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
い
人
切
さ
は
い
う
ま
で
も
あ
域
に
は
い
急
に
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

り
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に

49進
め
た
広
峨
的
に
な
い
川
揺
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
効

辿
掛
し
た
地
域
づ
く
り
が
前
貨
に
な

っ
て
き
て
唱
的
で
簡
嵩
な
行
政
述
営
を
行
う
た
め
の
行
財

い

ま

す

。

政

改

革

も

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

上
凹
地
域
で
は
現
在
、
広
域
的
で
向
度
化
し
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
今
ま
で
以
上
に
上
削
地
域
で
は
、
上
凹
市
と
小
県
郎
7
町
村

た
住
民
の
情
さ
ん
の
ニ
ズ
に
応
え
う
る

「
よ
地
方
の
立
任
は
屯
く
な
っ
て
き
ま
す
。
上
問
地
お
よ
び
原
城
町
で

「上
田
地
域
広
域
行
政
事
務

り
魅
均
的
で
活
A
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」
に
つ
岐
を
よ
り
魅
力
的
で
住
み
出
く
し
て
い
く
た
め
、

制
合
」
を
組
織
し
、
消
防
や
し
尿
処
創
樹
、
伝

い
て
検
討
を
進
め

て

い

ま

す

。

地

域

が

一
つ
に
な
り
、
大
き
な
視
野
に
立
っ
て
染
病
作
、
特
別
華
道
在
人
ホ

1
ム
な
ど
の
述
首

そ
の
慨
且
に
つ

い
て
、
今
号
か
ら

3
回
に
わ

与

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
の
ほ
か
、
地
岐
を
活
性
化
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

こ
の
配
事
は
‘
上
小
8
市
町
村
(上
国
市

・
丸
子
町

長
門
町

・
東
部
町

真
因
町

武
石
村

・
和
図
村
青
木
村
)と
板
綾
町
の
広
報
紙
に
褐
織
し
て
い
ま
す
。

.家族の会
寝たきり ・痴ほう状態のかた

を介謹されている家族どうしの

話し合いや、情報交換の場とし

て年に2-4回開催します。

11 !1i~青ラ左足:9 .[ 3] 



OO~年金特集E

明日のあなたを考えて

年金はあなたが主人公です
国保年金課(匝ゆ511 8) 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
た
は
?

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
却
議
以
上
回
歳
未
満
の
す
べ
て
の

か
た
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
年
金
制
度
で
す
。

却
歳
に
な
っ
て
鴎
民
年
金
に
加
入

す
る
ニ
と
に
よ
り
、
将
来
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
可
能
性
と

権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

闘
民
年
金
の
被
保
険
古
の
極
類
は

3
種
矧
あ
り
ま
す
。

問い合わせ

|国民年金のしくみ

的

営

料険

目

運

保

年金の財湾

年金額の
引きょげf、

除

l国民年 金 の 被 保険者の種類 】目
費

控

務

税

事

納
め
て
安
心
年
金
保
険
料

ー
年
金
受
給
は
保
険
料
の
納
付
か
ら

l

【4l

M "号館探検者に銚震
されてい.配偶者

ま ;~ ì ÞC ì る i い 納 掛 る で老納か

:! Q!信!2i221itそLR ZE t品目
21izliに1、に、あ年間す礎 と歳年

野;;ijiiiii。iRi貫
主i~ i険j聖;すとのけを 畳 6540原
必!~!本山! 0 行て I納 け安3FT
にiがi済l畳i と険くれ こ満検て

な ~ 25 ~期i給t が料なて と曜1科 20
りi年i間1;すi たのるい がのを歳

社会保障制度のーっとして 国民の共同選管により公平に年金を
支給することにより 国民生活の緩待、向上を図るものです

国 5年lこ1回は、定期点検(財政再針揮〉を行います

1か月 12. 800円(平成9年度)

年金額の3分の1を固が負担 3分の2を保険料でまかなってい
ます

物価変動に応じて年金績がスライドするためいつの時代でも年
金の価値が保障されます。

納めた保険料ば「社会保検料値除」として金額所得から控除され
ます

国が負担します

V定 保料険

額の

-E? 
主料( 平成

干月 9

♀同額年度
円

厚生奪傘や共演飽食の
観保険省

自営穫の人とそのE偶右
学生志ど

l 

1 

-
樟
険
料
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
期
聞
は

マ
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

マ

3
分
の

l
白
期
聞
が
年
金
額
に

マ
刊
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
迫
納

が
可
能

保
険
料
免
除
を
希
同
L
す
る
か
た
は
、

国
民
年
金
障
の
窓
口
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

11 広喜Fラ~!t!g

保険料免除の種類

法定 ー生活保護法による生活扶助を受けているかた

免除 障害基礎年金などの受給権者

車椅
-所得の少ないかたや楕気やけがで経詩的にお園りの

かた
免除

ー納付することが困難な特別な理由のあるかたなど

学生
-学生の保陵料は、親が負担することになりますので

特別な惜置がとられています。
特別

-親と同居か別居か、私立か公立かなどで績の所得の
免除

基準額が定められていますロ



人生80年時代といわれ、世界で一番白星寿国で暮らしている私たちに

とって、長い「老後」のすごしかたがますます大切なものとなっていま

すロその老撞の生活の安定を保障し、私たちの暮らしを支えて くれる制

度が国民年金です。

また、老撞のためだけでなく、若くして、病気やケガで障害を受け、

今までどおり働けなくなったときや、去に先立たれたときなど、「もし

も」のときにも国民年金はあなたの人生田強い聴方になってくれます。

国民年金制度を正しく理解し、あなたの将来の生活設計にお役立てく

ださい。

サラリーマンの奥さん
忘れないで
第3号被保険者の届け出

こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

す
べ
て
の
年
金
は
、
畳
給
で
き
る

資
格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
加
求
が
な

け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
ぜ
ん
。

た
い
せ
つ
な
年
金
で
す
か
ら
、
必

ず
消
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一園
長
年
金
だ
け
に
加
入
し
て

5
一
い
た
か
た

防
一・
市
役
所
国
保
年
金
銀

昨

一

品
叫
白

5
1
1
8
)

畑
一厚
生
年
金
な
ど
に
も
加
入
し
て

ゴ
-
い
た
か
た

4
a

一
曹
小
信
社
会
保
険
事
務
所

自
幽

0
2
6
7
1
2
2
1
0
8
0〉

な
お
基
礎
年
金
に
は
、
主
齢
基
礎

年
金
、
陣
持
基
礎
均
金
及

U
遣
肱
品

礎
年
金
の

3
種
矧
が
あ
り
、

こ
の
他

に
第

1
号
匝
保
険
者
に
は
、
独
自
な

給
付
と
し
て
付
加
年
金
、
事

M
年
金
、

死
亡

一
時
金
が
あ
り
ま
す
ロ

厚生'1世などに加入しているか

たの被扶盈配偶再(仲ラリーマノ

町長〕は、 '1金制伎の111で保険料

をIlJl!する Lくみのため、保険料

を納める必叫がありません。

ただし、 1m3リ被保険占の脳

け出Jが必曜になります。

また、全11に就職したときや退

職 Lたときもhtiけ11¥が必史です。

凪jけIHをkiれているかた、心配

なかたは、す ぐに111保年金ぶまで

お1問い合わせくださ L、。

.事堕杢~の程Im聖給するための資格 J 
蔓可百五亙E吾寸 11"瓦亙正面画面福 羊壷語1平成司言語6

老 |防旗になったと |保険料を納めた期間 (傑
齢年1::;:;;':--:'，~;' I 基金1き(特筆により鈎|険料免除期間を禽引が
礎 i厳から 125隼以よあること

初年聞納めたかた
・年領785.500内

• 1 &-981.90DR 
2&..785.500向
子の加軍舗

保険料を納めた期間が、
加入期聞の3分の2以よ
あること
(初'念日が平底18年3月

31自までにあるときは.
初診目前々 月の直近の1
年間に保険斜の未納が省
ければよい〉

けがや病気で一
定の陣曹の状鰻
になラたとき

障
害
基
礎
年
金

• 
印鑑年金手候会社伝どをやめたとき

〈厚生当事金...・J¥l1

健康保険医
即値・年金手帳

• 185.500門に温篠
の子の人般に応じ
て加算された額

実亡した人の様般斜を納
めた捌聞が、加入期間の
2/3以よるること
(死亡自が率成18年3月

31日までにあるときは、
死亡目前々 月の直近の1
年聞に保険料の未納がな
ければよい〉罷

第 1号被保 険 者 へ の 独 自 給 付

付加盗事金 .蝿年金 死亡時金

付加保険料[月額4凹 老齢基礎年金を受けるはずだっ 保険料を 3年以上納めた
円)を納めたかたは、 た失 (25年以上納付)が死亡し 人が何の年金も受けずに

納付月数 x2曲円が たとき、その妻〈鍾姻期間10年 亡〈なったとき、遺接に

老俄基礎年金に加算 以よ)に曲血から65・Eになるま 保険料納付月敢によって

されます。 で、夫が受11るはずだった年金 12万円から32万円まで支

111の4分の3が支給されますo 1鎗されます.

帳
一“

手
一室

征
金

一A
m年
一b

健

一

康
健

二

健
町

一向

保
ヘ
〈

悶
ロ
ぜ

級国強者が死亡したとき
【死亡穐金温風‘・~
金伝とが刷.で昏.・舎が
あります}

すま

関

川

腕

週
ト
が

金
肘

年
別

保険料納付は口座振替を
口座振替は、毎月払い込む手間lが省け、たいへん便利です。

手続きは、年金需旬、口座の通帳およびその届け出印をお持ちの う

え金融機関 (郵便局除 く)または市役所 ・支所でお願いします。

県が実施した隼金に闘する「・進・ポス
ターコ νクールJの入賞作品が展示されま

すので、ご覧〈ださい.

bとき 11月26目。仲12月4日同

bところ上回西武

1 11 I1iIllラ左足~9.【51



( 

• 
岩
清
水
は
腔
城
山
の
中
腹
に
位
重
し
、
標
高

8
0
0
メ
ト
ル
ほ
ど
の
離
や
か
な
函
斜
面
に

勅
回
世
帯
の
民
家
が
あ
リ
、
そ
の
周
辺
に
国
畑

や
果
樹
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

下
掃
の
ほ
う
か
」
ワ
岩
清
水
へ
量
る
遭
は
両
聞

に
雑
木
が
茂
る
停
か
な
道
路
で
す
。

L
ぱ
勺
く

こ
の
坂
道
を
行
き
ま
す
と
明
る
く
目
的
前
が
聞

け
岩
清
水
の
集
落
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
土

地
に
は
縄
文
時
代
か

b
人
び
と
が
住
ん
で
い
た

ど
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
韓
や
か
な
地
形
か
り

長
い
生
活
の
歴
史
が
実
感
で
き
ま
す
。

清
水
寺
町
山
門
に
は
み
ご
と
尾
を
反
ら
し
た

揖
〔
し
ゃ
ち
ほ
こ
)
が
師
」
ワ
れ
て
い
ま
す
。
織

は
リ
ノ
ヤ
チ
か
」
ワ
想
埠
さ
れ
た
海
献
で
、
骨
火
を

踊
っ
て
大
姐
怖
の
南
端
に
取
リ
つ
け
」
つ
れ
ま
す
。

こ
の
寺
町
韓
正
は
あ
ま
リ
に
す
ぱ
勺
し
い
の
で
、

む
か
し
盗
雌
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
@

境
内
に
は
問
ロ
初
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
師
堂

が
あ
リ
、
間
体
の
弘
法
大
師
座
埠
が
安
置
さ

、‘

[61 

第
3
田
市
民
友
好
訪
中
国
が

友
好
交
流
都
市

『
中
国
・
寧
波
市
」
を
訪
問

平
底
7
年
に
友
好
交
流
都
市
を
結
ん
だ
、

中
国

・
怒

与

を

、
市
民
友
好
紡
中
団

(団

長
加
藤
助
世
、
団
且
団
名
、

[主

催

上

図
日
中
宜
野
働
金
]〉
が
肪
問
。
凱
一
烈
な
歓

迎
を
畳
け
ま
し
た
。

今
回
で
3
回
目
に
な
る
市
民
肪
中
団
は
、

同
月
4
日
に
箪
誠
に
到
着
。
亜
日
は
、
別
所

柄
圏
内
械
の
安
楽
寺
の
開
祖

・
機
ハ
合
惟
仙
衛
師
も

修
行
し
た

『天
童
寺
』
や
、
揚
子
江
以
南
で

最
古
の
木
造
建
築
物

『保
国
寺
』
、
叩
万
ト

ン
級
の
超
大
型
宜
物
船
も
接
岸
で
き
る

"，、
z
q
A

I

『北
命
世
』
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ

し
て

6
日
に
は
、
写
披
市
で
制
め
て
開
催
さ

れ
た

『郊
1
回
国
開
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
に
怠
加
。
車
波
体
育
場

(陪
上

続
技
栂
)
い
勺
ぱ
い
に
練
り
広
げ
ら
れ
た
翠

や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
参
堪
能

し
ま
し
た
。

訪
中
聞
は
、
そ
の
陸
軍
鹿

・
武
謹

・
上
海

な
ど
を
訪
問
し
、
叩
月
日
日
に
帰
国
し
ま
し

た
。

1 11 広韓首ラ'}i!.!9
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れ
て
い
ま
す
。
租
陶
器
ど
見
え
る
嘩
は
着
邑
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
師
円
前
に
は
小
さ
な
唖
物

が
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
」
ワ
れ
て
い
ま
す
。
同
体
の

樺
を
安
置
し
た
の
は
田
園
田
か
所
の
霊
場
に
ち

な
む
も
の
で
し
ょ
う
。
戦
前
町
大
師
堂
は
今
町

2
修
ほ
ど
の
問
ロ
で
し
た
が
、
車
時
工
事
の
と

き
現
在
の
現
穫
に
し
た
よ
う
で
す
。

援
摩
堂
裏
の
竹
や
ド
に
は
馬
頭
姐
膏
や
.
内
面

会
剛
と
思
わ
れ
る
石
仏
・
石
神
た
ち
が
ひ
っ
そ

リ
と
た
た
ず
み
、
元
禄
元
年
〈
1
6
8
8
)
の

創
建
ど
転
え
」
ワ
れ
る
こ
の
寺
町
唾
史
を
し
の
ば

せ
ま
す
。

清
水
寺
町
山
門
近
く
に
今
も
水
の
書
く
小
さ

上信組l

な
池
が
あ
リ
、
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
で
保
瞳
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
溝
水
が
岩
清
水
と
い
う
地
名

に
ゆ
か
リ
の
あ
る
元
清
水
(
ま
た
は
よ
井
戸
〉

で
す
。
か
つ
て
は
村
人
の
飲
料
水
で
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
西
町
清
水
な
ど
集
落
に
は
い
く

つ
か
の
溝
水
が
あ
っ
た
そ
ヲ
で
す
。

清
水
寺
か
勺
少
し
畳
リ
ま
す
と
、
大
き
な
杉

木
立
の
中
に
白
山
神
社
の
輔
が
掲
げ
」
ワ
れ
た
鳥

居
が
あ
リ
、
旧
菅
平
有
料
道
路
に
よ
っ
て
切
断

さ
れ
た
参
道
が
山
の
よ
の
は
う
へ
と
闘
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
あ
た
リ
か
」
ワ
眺
め
る
上
国
市
商

の
夜
景
は
こ
と
の
ほ
か
鼻
し
い
の
で
有
名
で
す
。

(
平
野
勝
重
)

女
食 、

* 11-' 

響
く
A、
る 一一一一一
さ 10月19日、よ田市民会館で合唱組曲『千曲

と 宇 川讃歌』創作披露配意溝奏会が行われました。

の 号 棟習を重ねてきた約300人の合唱団が、

歌 作曲者由三種鵡さんの指揮により、酬量

かなメ ロディーを歌い上げました。

レJ
 ，、，

 

イテ

-
ス

エ
エ
モ

フ
レ

ン
セ

ヨ
グ

、
ン
ン

ツ
ニ

ア
プ

フ
一

陣

制

1
1
1
1
1
1
1
1
白
色
。
，

B
I
l
l
e
'
白

'
1
1
1
1
1
1
白

'
B
o
-
-
0

・・・・・・
a

一
軍
埠
甫
よ
渇
の
陶
1
7
0キ
ロ
〆

hr
ル
に
位
置

一

一
し
u

m
守
勾
気
温
刊
℃
・
人
口
隊
約
5
3
0万
人
で
、
一

一
線
薗
積
9
3
6
5
平
方
キ
ロ
メ
ト
ル
.

一

い
+
白
〈
か
ら
"mun-n・
"
の
軍
要
な
港
で
あ
り
、
退
廃
一

一
穫
が
鍵
・
・
し
た
纏
と
し
て
、
日
本
文
化
の
形
成
に
大
一

き
忽
役
割
を
泉
危
し
て
き
た
・
現
在
降
、

-e途
紐
謙

一

一
後
続
開
発
区
を
や
心
に
中
園
・
大
の
開
発
区
の

一
つ

一

一
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
・

一

'

ー

女

*-* 匝l

境
を
超
え

た 一 一一一一交 1聞 7日から同阻まで、『アップ .?<

i荒土ズ ・ビープル』がよ田市に滞在し、ホームス

の♀テイを しながら、ミュージカル白公，買や、さ

締 まざまな地域活動をして、地蜘皆さんとの

言語、人種を超えた主流を韮しみました。

【7J

* Zゆ
か
り
の
地
で
の 10月12日から同19日まで、池波正太郎上回

展主 展が開催されました。池波氏は信州車国家に

重室長材を取った『耳目太平日などの作者。錦

之時 となったよ田市観光会館は、初日から書くの

，ー 観光客、ファンでにぎわいました。

11 J1i~冒ラ左足:9
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「冬の旅」
E祖国園田園田幽幽幽幽圃岨岨且-

12月5日働午後7時開演
上田市文化センター/全席自由￥1.500

・出酒 パリトン吉江忠男さん
ピアノ 峯村操さん

.問い合わせ上田市文化会館 (唖ゆ0760)

手幽劇川
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

入
選
作
品
の
展
示
会

••• 
千
曲
川

・
庫
川
町
風
景
、
川
と
暮

ら
し
を
テ
l
マ
と
し
た
作
品
の
展
示

会
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

H
H7
日
幽

1
9日
即

日
州
ジ
ャ
ス
コ
上
聞
庖
官
業
時
間
内

マ
と
こ
ろ

信
州
ジ
ャ
ス
コ
上
回

庖

マ

内
容

千
曲
川

・
庫
川
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
募
集
し
た
干
曲
川
・
庫

川
に
関
す
る
写
真
、
絵
、
俳
句
、
短

歌
白
人
選
作
品
目
展
示

マ
問
い
合

わ
せ

辿
設
省
千
曲
川
工
事
事
積
所

(回
0
2
6
1
2
2
7
1
7
6
1
1)、

上
山
市
管
理
疎
倫
8
5
1
2
5)

参
加
し
ま
せ
ん
か
上
小

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

••• 
豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地
峡
会

議
で
は
、
美
し
く
並
か
な
生
活
現
境

を
創
造
す
る
た
め
、

『
豊
か
な
鹿
境

r 

づ
く
り
上
小
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
ン
ツ

プ
明
』
を
開
催
し
ま
す
。

長
野
県
自
然
保
護
研
究
所
の
宮
脇

昭
所
長
を
迎
え
て
の
轟
づ
く
り
の
講

演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

日
月
山

R
聞
午
後
1
時

1
4時
加
分

マ
と
二
ろ

上

岡
市

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ

(
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
)

マ
内
容

①
轟
づ
く
り
を
跨
ろ
う

②
宮
脇
理
論
を
宇
ぼ
う

③
轟
づ
く

り
を
実
践
し
よ
う

(ポ
ッ
ト
市
に
よ

る
植
樹
を
行
い
ま
す
)

マ
入
場

無
料

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
控

諜

(胴

8

5
1
2
0
)
ま
で
。

年
末
調
整
説
明
会
開
催

経
理
担
当
者
は
出
席
を

••• 
給
与
田
源
車
種
収
白
総
決
算
と
も

い
う
べ
き
年
末
調
整
白
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
本
年
も
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
経
理
を
鎚

当
さ
れ
る
か
た
は
桂
樹
埋
か
ら
の
車

内
は
が
き
を
持
書
の
う
え
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。
給
与
支
払
報
告
曹
な
ど

年
末
調
整
必
要
書
頼
回
配
布
を
し
ま

す
。
な
お
、
駐
車
場
が
扶
い
た
め
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

日

月
四
日
嗣
午
前
叩
時

か
ら
、
午
後

2
時
か
ら

マ
と
こ
ろ

上
間
市
民
会
館

マ
問
い
合
わ
せ

上
凹
説
萌
壇

(胴
盟
申

1
2
3
4)

.お械ロ駐車場 (自動車)憧用料

このほど、市営お減口駐車場由利用時

聞が変わりました。

従来、入場時聞が午前6時から午桂10時

までだったものが、 24時間入場できるよ

うになり、ご利用しやすくなりました。

使用料については器のとおり (30分以内

は無料)です。皆さん、ぜひ、ご利用く

ださ L、。

.車内図

:;:;;ニ:;;:ニコ・・2r-.

圃圃幽瞳誼面温監証溢孟邑温幽極量監量・・・

[8 】1 11. 広喜Fラ~J.19

1I"'3D週 刊月16日付けば鰍うえだJ3ペ ジに誤りがありました.

型ミカエル附 園の電話番号を r@1361J"o訂正しおわびします.



畠

曹

定期監査の結果

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

創
造
館
の
イ
ベ
ン
ト

••• 
-
星
空
観
望
書
(
書
加
無
料
)

マ
と
き

日
月
mm
日
出
午
桂
7
時

地
方
自
治
法
第

1
9
9条
節

4
引
の
規
定
に

必
づ
き
、
平
成

9
年
胤
限
定
期
監
夜
を
下
配
の
と

お
り
敏
行
し
、
同
条
め

9
舗
の
縦
定
に
よ
り
監

査
の
結
束
に
関
す
る
側
告
を
決
定
し
た
の
で
拠

出
し
ま
す
。

上

mk巾
監
査
委
員

同

川百

上 Jf

俊

記

監
査
実
施
期
間

平
成

9
年

5
月
L
白
か
ら
平
成

9
年
叩
月

例
日
ま
で

2

監
査
の
範
閤

平
成

8
年
度
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事

務
処
鎮
の
状
況
、
契
的
事
務
及
び
主
漢
の

快
行
状
況
等

3

監
査
の
対
象

政
務
推
進
錦
金
剛
線
、
情
柑
僧
溢
開
《
組
問

η舶
脚
依
必
所
v
、
白
幡
脅
割
、
総
歯
切
欄
副

総
合
調
盛
岡
地
謝
祭

支
所
授
阪
支
所
、
組
問
支
所
、
川
酋
支
所

財
政
mm

財
政
線
、
符
財
線
、
税
務
課
、
収
視
線

市
民
生
活
鶴
市
民
銀
、
入
閣
川
和
対
策
現
、

風
間
解
般
会
館
、
城
南
解
般
会
館
、
中
央

um敏
会
館
生
前
震
境
線
(
家
腿
排
水
浄

化
セ
ン
タ
ー
)
、
須
崎
明
業
務
諜

健
康
徳
祉
部
健
版
推
進
繰
〈
塩
田
母
下
健
康

セ
ン
タ
ー
、
中
央
デ
イ
サ
ピ
ス
セ
ン
タ
、

倒
換
問
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
、
川

商
社
会
樹
祉
セ
ン
タ

、
福
祉
錬
〈
殴
了

線
)
、
点
字
図
脅
館
、
制m魁
W
M
、
乳
児
院
、

摘
祉
事
業
セ
ン
タ
《
溢
側
、
川
西
各
事

業
所
v
、
保
育
線
《
各
保
対
閣
、
各
児
童

初
分
1
9時
〔
受
け
付
け
は
叩
八
万
前

ま
で
)
マ
モ
の
他

雨
天

・
曇
天

時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
座
に
つ

い
て
説
明
(
小
中
学
生
は
保
枝
者
同

伴
で
ど
う
ぞ
)

-
折
り
紙
教
室

清夫

館
て
同
保
句
金
探
、
庫
院

商
工
観
光
笥
肉
よ
認
《
勤
労
ヌ

ω世
セ
ン
タ
!
、

働
〈
鍋
人
の
家
、
勤
労
舟
少
年
ホ
ム
)
、

街
区
保
興
銀
、
観
光
課

農
政
舗

一健
体
課
(
伝
作
健
逗
研
修
セ
ン
タ
ー
、

島
村
鼠
境
改
讐
セ
ン
タ
ー
v
、
土
地
改
良
課

都
市
盤
備
穆
卸
値
市
計
画
謀
、
市
街
栂
鍍
例
理

公
凶
日
緑
地
諌
、
景
槌
悠
築
諌

建
股
也
管
理
調
、
土
木
謙
、
交
通
対
議
鰐

鴻
防
毎
総
務
線
、
乎
防
謀
、
警
防
筋
線
、

嘗
防
第
二
調
、
笹
防
第

一一
環
、
警
防
第
四
際

水
温
局

計
画
管
哩
線
、
下
水
道
徳
(
下
水
冷

化
セ
ン
タ
ー
}
、
上
水
道
錦
、
浄
水
管
鐘

セ
ン
タ
ー

会
計
鴎

健
闘
会
穆
務
局

敏
育
祭
員
会
庶
務
線
、
学
佼
教
内
線

《偽
小

中
争
防
似
て
節

4

乍
佼
給
食
セ
ン
タ
ー
、

第
二
乍
股
給
食
セ
ン
タ
ー
、
量
権
税
制
町

市山!臥《ハム胞竪町〔櫨阿川川愉也陪
mu
爪
h
m
u
{

舶州
一v、
漏

悶

創

m
パ
ム
ム
民
館
《
組
M

仇
凶
噌
匝
公
民
館
)
、
域
耐

公
民
館
、
上
野
が
丘
公
民
館
、
出

m公
民

館
、
川
西
公
民
館
、
文
化
謀
、
市
民
会
働
問

文
化
会
館
、
図
書
館
、
随
時
物
館
、
信
滋
凶

分
考
資
斜
館
、
山
本
制
紀
念
館
、
市
誌
編

さ
ん
室
、
体
育
銀
、
体
育
セ
ン
タ
〈
自

然
運
動
公
園
管
理
事
蹟
所
V

温
拳
管
理
委
員
会
事
務
局
、
公
平
委
員
会

監

査
委
員
車
務
局
、
-
m
豪
委
員
会
事
務
局

(
建
股
ヱ
夢
現
渇
監
査
)

健
康
福
祉
mm

樽
川
地
区
慢
合
福
祉
施
級
建
段

事
業

商
工
鰻
光
am

上
間
後
語
研
修
セ
ン
タ
建
股

マ
と
き

日
月
初
日
側
午
前
山
時

1
正
午
、
午
後

1
時
1
3時
マ

内

容

折
り
紙
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を

折

ろ

う

マ
書
加
料

一
人

3
0
0

円

マ

持
ち
物

持
ち
帰
り
周
白
袋

・パγ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
合
同
作
品

事
業

員
数
都
島
村
民
訴
活
問
歳
察
柵
溢
政
得
事
業

都
市
盤
繍
鶴
街
路
盤
嶋
事
業
(
南
天
神
町
常

m線
)

建
股
部
上
田
駅
お
城
ロ
駐
車
嶋
崎
忍
股
事
案
、

上

m駅
栂
ヒ
銀
関
連
隻
備
事
業

調
防
鶴
間
郎
地
区
コ
ミ
A

ユ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
1
也
役
事
業

教
育
委
員
会

東
縮
問
小
学
校
低
学
年
棟
改
築

耶
業

4

監
査
の
結
果

平
成

8
年
度
上
岡
市

一
般
会
計
、
特
別
企
軒
、

企
衆
会
計
の
依
入
餓
幽
及
び
珂
附
属
書
面
の
監

告
に
さ
た
う
で
は
、
財
務
に
関
す
る
事
務
並
び

に
郁
獲
の
執
行
が
法
令
等
に
造
会

L
、
過
正
か

っ
効
射
的
に
行
わ
れ
た
か
‘
地
方
向
治
法
第
2

条
節
目
附
側
、
同
条
第
M
m制
及
び
地

H
公
常
食
業

法
部
3
条
の
規
定
並
び
に
鑓
会
の
議
決
の
鐘
旨

に
の
勺
と
今
て
は
さ
れ
て
い
た
か
等
に
副
羽
倉
を

し
、
関
係
諸
般
術
品
以
ぴ
征
曾
鮒
酬
を
照
合
す
る
と

と
も
に
関
係
資
制
"
の
鍵
山
を
求
め
、
関
係
者
の

脱
明
を
聴
取
し
て
実
施
し
た
.

こ
の
結
集
、
予
算
の
検
討
及
び
財
産
の
菅
羽

並
び
に
行
財
政
運
営
全
般
の
執
行
に
つ
い
て
低

逐
年
改
普
の
あ
と
が
臨
め
旬
れ
お
お
む
ね
通
正

で
あ
り
、
所
期
の
成
果
を
収
め
た
む
の
と
恩
斜

さ
れ
た
.

な
お
、
本
年
度
の
監
査
に
お
い
て
も
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
行
政
財
産
の
管
理
運
営
及
び
財

産
の
目
的
外
使
鮒
に
係
る
許
可
が
遁
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
舗
査
を
し

た
・
今
年
度
も
略
行
政
財
産
の
菅
厘
に
お
い

て
、
引
き
総
き
適
切
信
地
問
置
を
敏
る
べ
き
も
の

展

(入
場
需
料
)

マ
と
き

日
月
初
日
側
i
u月
7

日
制
午
前
9
時
l
午
桂
4
時
加
分

(
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

-
問
い
合
わ
せ

上
印
刷
造
館
(
圃

@
1
1
1
1
)
 

が
見
凪
X
げ
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
が

a置
を
燃
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
行
政
財
産
の
管
周
辺

営
に
つ
い
て
趨
健
の
俗
い
ょ
っ
、
い
う
そ
う
厳

正
広
事
務
処
煙
を
期
せ
ら
れ
た
い
・

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
監
査
舗
轡
に
ua

づ
き
食
権
費
及
ぴ
旅
費
の
執
行
に
つ
い
て
調
楚

を
行
勺
た
結
果
、

「
予
算
執
行
よ
の
基
地
平
」
に

添
勺
て
執
行
さ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題
点
M
認

め
り
れ
な
か
づ
た
が
、
当
該
予
算
の
執
行
に
際

し
て
は
、
今
後
と
も
納
役
者
の
負
託
に
こ
た
え

得
る
よ
う
、
は
お
い
勺
そ
う
m
m
gす
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
終
貨
の
節
減
に
つ
い
て
絡
段
の
配

怠
を
さ
れ
る
よ
う
嬰
盟
を
す
る
も
の
で
あ
る
・

方
、
国
内
縫
慌
の
足
取
り
弘
置
く
議
制
酬
を

許
さ
拡
い
状
況
下
に
あ
り
、
制
限
収
の
憶
保
を
怯

じ
め
財
政
運
営
は
大
碇
畠
び
し
さ
を
期
し
て
き

で
い
る
・

こ
う
し
た
き
び
し
い
状
況
下
で
は
あ
る
が
、

市
役
は
じ
め
れ
縄
復
収
金
の
未
収
金
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
税
の
公
平
の
見
地
か
M

り
そ
の

完
全
確
保
に
厳
大
限
努
力
す
る
と
と
も
に
、
積

極
的
に
事
務
及
び
事
業
の
見
血
し
を
行
い
、
必

要
伝
改
轡
鍋
置
を
講
じ
て
経
費
の
節
減
を
図
る

伝
ど
効
単
位
、
能
単
位
軍
制
限
の
行
財
政
運
営
を

い
勺
そ
う
す
す
め
り
れ
た
い
・

ま
た
、
行
政
需
要
の
増
大
と
多
織
化
の
対
応

に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
の
繍
力
性
を
相
側
広
わ
信

い
よ
う
事
業
の
適
正
な
選
民
と
的
摘
む
敬
一
行
を

行
う
ほ
か
、
幼
果
的
な
財
源
確
保
に
愈
を
注
ぎ
、

健
全
財
政
を
雄
待
し
、
市
民
福
祉
の
よ
り
充
実

と
活
力
あ
る
働
市
災
裂
の
た
め
、
い
勺
そ
う
そ

の
効
果
を
発
律
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
・

|イン9ーネ γ 卜上田市のホームベージ | 
よ図市の紹公や広報の内容も縄歳/

URl http://www.city.ulKla.nagano.jp/ 11 広喜Fラ.A!f!9.【91
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{主催者の郷舎により変更する燭台があります)

ナー、、、セ

E陪氾762

Ib'L，.g.:bttI 
上回グc-
リア合唱団
@6288 

上回市消防

部総務院

@0019 

.二の丸，-，

川一畑一品

胸演時間

14: 00 

上田市民会館
白血 し

第"図
上図グロ リア合唱団

定制演奏会

111淘
1即

後遺士
小山宏容さん

(3日間コース)

.日程および内容

仁弔 F
午後7時~
8時刻1

1月 8目ω
午後7時~
8 初1

1月 68伽

午後7時~

互E旦主

月目

1I!i6 
4岡

テーマ

もうかる司匹集の
ネタ傑しのポイント

元ペノデャ一社長が侮る h舎キ

醐す担豪雪58f遭 う 門25SA221ント|晴'"名

資金肝画利益計画
の立て方

定員
一一一旦E一一一一

脳究明学会畷間集教観

相川佃還さん上
回
商
工
会
峨
所

第 1固

原2固

原3固

線料∞ 

圃材木町'-2-3

" 消防団音楽隊定制演奏会

第23回様南地区文化祭

よ小コ ラスまつり

よ図市民敬鰐大会

上田市文化会館

上悶商工会誠所指導課Ccr!Iゆ4500)

西
上
田
駅
の
月
極
め

駐
車
場
の
ご
利
用
を

-問い合わせ

---m月l
日
の
し
な
の
鉄
道
開
業
に

合
わ
せ
、
同
鉄
道
利
用
白
か
た
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め

『
西
上
田
駅
月

極
め
駐
車
場
』
を
整
備
し
ま
し
た
。

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
と
こ
ろ

駅
前
広
場
西
隣
(
長

野
寄
り
)
マ
駐
車
台
数

回
台

中海さみ子
ヴァイオリノリサイタル

ピアノ ソナタ

出陣記念演奏会

作陶集団「たにしの会」

マ
駐
車
料
金
月
額

4
2
0
0円

マ
問
い
合
わ
せ

表
通
対
置
諜
(
個

@
5
1
2
9
)
 

1
月
入
隊
自
衛
官
と

自
衛
隊
生
徒
を
募
集

••• 
-
募
集
内
容

①
自
商
隊
生
徒

マ
畳
け
付
け

日

月
4
日
1
来
年

1
月

4
日

マ

資

格

日
歳
以
上
げ
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
(
卒
業
見
込
み
)
者
マ

賦
験
日

来
年
1
月

5
日
側

②
1
月
入
隊
2
等
陸
・
海
・
空
士
自

荷
官

マ
聖
け
付
け

日
月
却
日
ま

で

マ

賓

格

来
年
1
月
1
日
現
在

国
歳
以
上
幻
歳
未
満
由
男
子
マ
院

験
日

日
月
初
日
佃

-
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
上
回
募
集

事
務
所
(
圃
@
5
2
6
7
)

メディアランドUEDA ~へp
セミナーにお出かけください
上回市マルチメディア情報セノタ では、各種セミナ を聞

催しています。皆さんお出かけくださ，" 

なお、有料のセミナーは防し込みが必要です。

マ申し込み・問い合わせ 上田市マルチメディア情報センター

(〒386ー12上田市下之郷812-1・困ゆ 1000・四国主

1010・UR L . http://www.umic.ued且.nagano.jp)

.セ ミナーの日程表

イ
どなたでも 16名 無料

初級者 16名 1500円

ン
中級者 16名 4000円

16組

初級者 16名 1500円

初紐者 16名 1500円

『検
察
審
査
会
』

お
気
軽
に
ご
相
談
を 〆¥

••• 
交
通
事
故
、
詐
肱
、
骨
し
な
ど
由

犯
罪
白
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
田
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
不
満
を
お
持
ち
の
か
た
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
臨
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
田
検
察
審
査
会

事
務
局
編
窃

0
0
0
3
)

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊

定
期
演
奏
会
に
ど
う
ぞ

••• 
お
子
さ
ん
も
大
量
迎
で
す
。
ご
家

族
で
ど
う
ぞ
。
入
場
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

日
月
初
日
間
午
後
1
時

開
場
、
同
1
時
羽
分
開
演

V
と
こ

ろ

上
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
マ

共
溝
南
小
学
校
の
皆
さ
ん

マ
主

世

上

田

市

消

防

団

マ
モ
の
他

消
防
団
音
楽
隊
で
は
隊
貝
も
募
集
し

て
い
ま
す
マ
問
い
合
わ
せ

消
防

団
事
務
局
編
8
0
0
1
9
)

[10】7 11 !1iJ/lラ，A!$'9.

大
ま

矧
)

短

8

学

8
大

9
閣

2
脚
田

柄
(

令
指
小

師

のm人
マ

婦く
い
働

合
は

し
者

籍
盟

、
希

滅

。

鳴

す寺跡

容
り

内

あ
マ
劇

家

6
の
~

入
品
販

婦

2
〈
(

働

児旺

)

兎
V

ワ

こ
他

l
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えだ街歩き」開催「う
晩秋の上聞のまちを歩いてみませんか。いつもの道をち

ょ勺とはずれて、新しいまちの魅力を尭見しに行きましょ

っ。
マとき 11月15日出午後l時から2時間程度(r古書官散歩」

をテーマに別所温泉駅から車師童公園、北向観音、常楽寺

などを巡ります) マ集合場所 別所温品駅 VI参加費用

輔料 マ定員 20名 V'*'し込み問い合わせ 上田商

車21世紀会事務局 (街区振興課~5 3 9 6) 

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

〔9
月
届
け
也
分
・
敬
称
略
)

工
藤

正
雄

鍍

泊

町

尼
崎

文

上

背

水

山
本
み
よ
子
北
常
闘

石
村
サ
カ
ヱ
常
轡
町

村

上

車

二

常
盤
町

中

湾

竹

乃

長

入

立

野

柴

山

子

上

沢

細

川

純

-

踏

入

村

悶

リ

ス

陶

}犬
神
町

佐
藤
志
治
江
下
之
条

永

井

誠

一

御

所

佐
藤
か
つ
む
下
常
闇

花

岡

久

平

院

内

電
話
加
入
権
を
公
売

希
望
者
は
ど
う
ぞ

/

••• 
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
包
括

加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。
新

居

を
構
え
る
予
定
の
か
た
、

F
A
X、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
通
信

等
の
使
用
で
も
う

一
回
線
欲
し
い
か

た
、
通
常
よ
り
茸
く
購
入
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
書
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

ロ

月

3
日
制
午
前

9
時

岨
分
か
ら

マ
と
こ
ろ

市
役
所
南

庁
舎
5
階

第
三
会
議
室

マ
モ
の
他

詳
し
く
は
次
号
白

「
広
報
う
え
だ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ

問
い
合
わ

せ

収
税
謀

(岡
8

5
1
1
7
)

宮
川
似
タ
ケ
子
染
盛

沌

湾

功

上

組

尻

井

津

守

朝

日

ケ

丘

一

大

mm
竹
野

小

泉

岡

崎

将

登

下

背

水

石
井

富

男

新

関

西

村

爵

笑

子

小

牧

ga町
機

附

創

水

口

は

な

拠

町

制

別

大

路

芯

げ

る

院

内

円

宮

下

治

雄

大

陸

田

驚

藤

嘉

明

院

内

田

高

野

宰

-

額

回

初

小

林

和

人

石

神

田

倉

島

宮

司

金

剛

寺

師

猫

内

側

議

小

牧

師

金

子

儀

作

土

地
尻

白

栗

山

孝

吉

田

河

川

上

ち

か

い

神

畑

口

木

藤

秋

夫

浦

野

村

坂

図

っ

た

江

柳

沢

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

全
国
物
価
統
計
調
査

. 

••• 
1
月
中
旬
に
、
「
全
国
物
価
統
計

調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
消
費
者
が
時
入
す

る
主
な
商
品
の
販
売
価
格
や
サ
ー
ビ

ス
の
料
金
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、

調
査
結
果
は
物
価
対
策
を
は
じ
め
各

種
の
行
政
施
策
を
立
案
す
る
際
白
重

要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
且

が
訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

@
B
2
4
1
)
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岡
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計
封

印

中
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代
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帥
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一
郎

M
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消

水

m
-
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石

川

り
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河
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盛

雄

小

成
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深

町

立

子

臼

浅

井

開

材

木
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帥

奥

原

末

吉

別

海

川

都

川

辺

町

刊

怯

滞
山
崎
好

町

宮

厨

股

夫

大

目

木

円

消

水

清

人

師

小

向

纏

子

松

尾

町

れ

中

沢

卯

一
郎

曲

竹

内

す

み

子

極

回

新

町

河

原

劉

刷

本

村

ハ

ツ

ミ

御

所

田

県

月

笠

告

団

金

湾

又

治

省

消

水

肺

山

怠

費

削

弁

ノ

口

勇

久

保

持

符

原

弁

甫

帥

問

中

浪

子

矢

沢

胡

地

入

錐

M

四

百

雇

彩

家

下

常

悶

9

中
川
美
奈
子

的

中

海

鯵

峻

築

地

問

問

川

み

伎

円

北

沢

直

一

郎

上

手

制

白

れ

何

度
子

同

母

袋

千

代

子

下

抱
尻

曲

山

趨

緩

議

内

小

体

富

雄

十

人

帥

宮

下

千

代

田

中

谷

よ

り

子

中

之

条

師

中

村

せ

う

情
報
推
進
課
〈
困

体 小下陪末 大 鈴 大 中 中保 上 中務上金小吉中舘 下
之 広手常古 極 吉之
郷牧場 入 町陵子 町悶悶野手野入抗弁 来凶悶省 郷

78 73 77 70 85 31 79 87 60 67 61 82 87 58 84 76 83 81 74 57 85 

仁
あなたの火ちゃんと消すまで

秋の火災予防運動 11月9日から11月15日まで

つけた火は

.1 1 9番通報メ モを

もしものときに慌てないように、電話のそばに、あなたの草の住所、名前、

最もわかりやすい目標を書いて貼っておくとL、L、ですね。子どもでも通報で

きるようにぶりがなも付けておきましょう。

-火災の板葺

z一市 ftT問 〈千円〉

6 162 1 48， 014 

I 51 I 1 04 388 

34. 540 

164.729 

9J'13O日現在沼比鮫

-出火原因

H立たき火

2位ガスコンロ

3位韓却炉

引
一日
一
ω

8 

9 

、ー

・
テ
キ
サ
ス
の
女
の
子
が
裂
が
家
に

払

記
/
や
っ
て
奮
た
.
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

幅
後
~
け
入
れ
を
し
た
の
だ
。

P
{
¥

彼
女
の
い
た
1
週
間
は
本
当
に
棄

し
〈
、
あ
っ
と
い
う
閣
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

B

毎
日
い
っ
し
ょ
に
家
を
出
て
掴
滑
り
は
裕
・
限

で
待
ち
合
わ
せ
・
い
な
〈
怠
っ
て
し
ま
ヲ
た
今

で
も
午
後
忌
降
初
分
を
過
ぎ
る
と
、
大
き
な

リ
ュ
ッ
ク
を
し
ょ
っ
た
彼
女
が
aZ
F

と
寄
っ

て
帰
っ
て
く
る
よ
う
怠
気
が
し
て
し
ま
う
。
彼

女
の
明
る
い
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
作
ゅ
ん
だ
か
と
っ
て
も
認
し
い
。

『a
o
。邑

}z-・じ
av
怠
〈
て
d
g
き
E
a
だ

よ
J

と
言
っ
て
別
れ
た
.
い
つ
か
ま
た
会
え

る
と
い
い
右
と
思
う
。

〔

っ
か
だ
)

-
市
民
防
中
留
の

一
員
と
し
て
、
友
好
交
涜
都

市
の
ゆ
固

eg
z油
取
市
へ
行
っ
て
き
た
。
率
息
は
、

古
く
か
ら
日
本
と
か
か
わ
り
が
あ
う
た
地
で
、

史
跡
や
文
化
財
も
多
い
。

今
回
の
肪
問
の
目
玉
は

忠
浪
で
初
め
て
開

催
さ
れ
た

『園
概
フ
7
γ
ν

ヨ
ン
フ

x
ス
テ
ィ

パ
ル
』
へ
の
撃
珂
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

隠
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
〈
、
ま
る
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
会
式
の
よ
う
.
会
場
製
し
と
繰
り

広
げ
ら
れ
る
y
ョ
l
に
感
激
し
た
。

中
居
陪
今
、
建
股
プ
l
ム
@
観音
m
の
近
代
化

に
向
け
、
あ
ち
こ
ち
で
ピ
ル
や
道
路
を
建
眠
中

で
、
人
が
多
〈
活
気
に
あ

h

切
れ
て
い
た
。

『百
m
M
M
-

見
に
し
か
ず
』
自
分
の
目
で
見

て
感
じ
た
こ
と
は
多
か
っ
た
。

〔

た
訟
か
)

圃マとき 11月13日附午後1時30;分-4時 マと

学講師 ・村瀬敦子さん マ受陽料 無料 Vその

でご連絡を。'v問い合わせ 企画探 (圃~51

公開腸座のお知らせ

「素敵にパートナーシップ~世と生について考える-J

11 L古寂ラ;t/59.1
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『体
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

推進課 C!illゆ8244)保健 診 tt
--..J温峰雄車止:r.-・E ・-・E ・-・E ・ -

は
上
田
中
央
消
防
署
(
佃
⑤
0
1
1
9
)
上
回
南
部
消
防
署
(
岡
⑧
0
1
1
9)
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。臨
時
察
可
能
な
医
療
機
闘
を
紹
介
し
ま
す
。

直コ口 ポリオは、下痢をしていると畳けられないので

すか?

区E ポリオのウイルスは腸の中iこ入って増殖し、抗

体をつけます。下痢をしていると、免疫がつく前に

ワクチ/が流れ出してしまうことがあります。そ白

ため、下痢をしているときは、避けていただいてい

ます。

直Z ワクチンを飲んだ権、吐いてしま ったら ?

区亙歓んだ桂30分くらいたっていれば、尖量美です

30分くらいは飲み物を与えないようにしましょう。

匡 ヨ ポリオで副匠応がでますか?

匝~ 100万人に l人くらいに、ごくまれなことで

すが献んでから4-35日後に発熱 ・かぜの症状がで

た佳に上下肢などに 『まひ』がみられることがあり

ます。

.ポリオ(小児まひ)予防接種目程表

会場名
実施日

対象地区2回目

J A 中 塩 田支所
塩倒

(2階 富 島 研摩富)
1'/27 

。"
川西

川西社会福祉センター 黒田(盲回・ 福田・半過)

川辺(東植地〉

東部
よ田市文化センター

11/28 
北部(上川車柳町・下"1車楠町ー勧告町ー

(3階 大会 檀 室 〕 よ爾，古町 ・よ甜置町 ーよ肩山 ・下
組制 房山 ..宕町・暢町)

神川地区公民館 神川

よ野が丘公民館 12/2 
神科 (~量 ，伊勢山・ 富士見台・神科斬

畢 ー笹井，川" .岩門1

川辺町会館
出

川辺{東軍地を障()

商 部 公 民 館 12/3
商都

塩尻

械 商 公 民 館 術 犠下

神科(畑山・住宵が丘ー大久慢・畏凪・金剛

上 野 が 丘 公 民 館 寺ー蛇訳・酉野竹・野竹・金井)

12/4 .殿
附 南部

保健センタ ー 中央
北部(断固・山口}

E胞8244健康推進諜

ど

-お年寄りの1却すについての相談会

ご家庭で痴ほう老人のお世話に闘っているかた、

うぞお出かけくださ L、。

bとき 11月B日出午桂l時30分-4時30分 1>定

員 3名 1>相較担当 国立小諸療聾所百l婦長 ・期内

静子さん 1>問い合わせ 中央デイサービスセンター

(~4126) 

-予防接種の委託医療機関力主皇加に

個別予防接種 (麻しん ・風しん・日本脳斑・ 三積極

合〉白委託医療機関として、 「諏訪出クリニック (諏

紡J~8 8 8帯地 ・国防5556)JがII月1日から追

加になりました。

.ポリオ (小児まひ)予防接種

小児まひ予防のポリオ生ワクチンの投与を行います。

1>対象者 q平成9年1月1日から日月初日までに

生まれたお子さん ②7歳半未満で今までに l回も畳

けていない、または 1固だけ受けたお子さん。1>投

与方，去 6週間以上の間隔をおいて 2回飲みます b 

呈付時間 午佳1時30分から2時20分まで b持ち物

母子健康手帳 ・予診票 [>~:主意事項 ①金場で体温

を昔|り、 予器ZEに記入していただきます。 ②治療中

の病気や経過をみていることがある場合には、 主治医

に前もって相談し意見書または診断容をもらってくだ

さい (当日の接種医が参考にして決めますので接種で

きない場合もあります)。 いその他 予器禁は赤ちゃ

ん手帳の中にとじ込んであります白で記入してお持ち

ください (会場にもあ ります)01>問い合わせ 健康

E景観蹴蹴脚とLて
F鼻宮越区を府JfIPJの認定

市では、 「下堀地区花と緑白街づくり協議会J(会長 山辺正勝さん)を景

観来例に基づく景観)!;成rfi民団体に認定し、 10月17日に認定占を交付しまし

た。これは、景観形成に寄与している団体を市が認定しているもので、市内

初回想定です。

同地区は、北陸新幹線の開通により、下期バイパスが新設されるなど地区

内の景観も一新されました。協議会では、同バイパス沿いに花を植えようと

在から準備を進め、 7月初日には 180人白区民がサルビア、マリ ーゴール

ドなど8500本の花苗を植えるポラノティア作業を実施。以桂は、散水作

業、草刈りなど由管理を続け、去しい花が市民の目を楽しませてきました。

マ問い合わせ 景観建築課 (囲ゆ5430)

【12J11. I1iI8ラ左足~g.

発百行
・
上
阻
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・
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野
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